
緑と彫刻のあるまち

つなぎ議会だより

議会へアシスト
ゴール！！

２２

No.120No.120

20212021

F
EBRUARY

F
EBRUARY

Ｐ２〜４
Ｐ５
Ｐ６～８
Ｐ９
Ｐ10～13
Ｐ14
Ｐ16

【グラントゥールサッカークラブ】【グラントゥールサッカークラブ】

芦北 ・水俣地域の幼児から中学生までで活動しています。芦北 ・水俣地域の幼児から中学生までで活動しています。

今年はＯＢが全国高等学校サッカー選手権大会に出場しました。今年はＯＢが全国高等学校サッカー選手権大会に出場しました。

７月豪雨災害・新型コロナ対策補正予算を審議
選挙管理委員及び同補充員を選挙
委員会の動き　議会改革の動き　
広報委員会　熊本県町村議会広報誌コンクール
一般質問　４人の議員が町政を問う
小さくて強い産業づくり、熱帯果樹アボカド編
インタビュー夢つなぎ人

議会広報委員 ━━  

編
集
後
記

編
集
後
記  
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■
印
刷
：
旭
印
刷
株
式
会
社

委
員
長　

本
山　

真
吾

副
委
員
長　

宮
嶋　

弘
行

委

員　

橋
口
知
恵
子

〃
　

澤
井　

静
代

〃
　

上
村　

勝
法

内
野
地
区
で

デ
コ
ポ
ン
を

栽
培
し
て
い
る

林
田
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

プロフィール
林田　直也（はやしだ　なおや）
１９８８年８月22日生まれ　32歳
・家族構成　妻・娘（２か月）３人家族
・趣味　サッカー、最近始めたウクレレ
・JAあしきた青壮年部

　

恭
賀
新
正
、
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

議
会
広
報
委
員
会
で
は
、
つ
な

ぎ
議
会
だ
よ
り
の
構
成
を
が
ら
り

と
改
革
。
表
紙
は
、
津
奈
木
っ
子

の
ク
ラ
ブ
活
動
を
連
載
し
、
定
例

会
で
の
審
議
内
容
や
議
員
が
町
政

を
問
う
一
般
質
問
、
旬
を
話
題
と

し
た
特
集
、
津
奈
木
を
盛
り
上
げ

る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
人
を
紹

介
す
る
夢
つ
な
ぎ
人
と
、「
議
会
活

動
が
わ
か
り
や
す
い
。
読
み
た
く

な
る
議
会
だ
よ
り
」
を
目
標
に
編

集
し
て
い
ま
す
。　

発
行
も
１
カ

月
早
め
た
た
め
、
召
集
の
回
数
を

増
や
し
、
委
員
長
は
徹
夜
で
編
集

す
る
こ
と
も
。
と
に
か
く
、
み
ん

な
で
気
張
っ
て
い
ま
す(^O

^)

　

最
近
で
は
、「
変
わ
っ
た
ね
。
よ

く
な
っ
た
よ
。」
と
い
う
声
が
チ
ラ

ホ
ラ
。
こ
ぶ
し
を
握
り
締
め
て
遠

慮
が
ち
に
「
や
っ
た
ね
！
」。

　

次
の
目
標
：
県
の
議
会
だ
よ
り

コ
ン
ク
ー
ル
で
上
位
入
賞
！
！　

頑
張
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

橋
口　

知
恵
子

新
し
い
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
い
、
前

職
を
退
職
し
、祖
父
母
の
農
業
の
手
伝
い
を
始
め
、

祖
父
母
か
ら
農
業
へ
の
熱
意
と
愛
情
に
よ
り
、
成

果
が
出
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
こ
と
が
、
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

大
自
然
の
中
で
仕
事
が
で
き
、
育
て
て
い
る
作

物
の
成
長
を
日
々
見
ら
れ
る
こ
と
に
、
い
つ
も
感

動
し
て
い
ま
す
。
自
分
が
育
て
た
作
物
で
、
お
客

様
が
喜
ん
で
も
ら
え
る
事
に
、
嬉
し
さ
と
魅
力
を

感
じ
て
い
ま
す
。

み
か
ん
農
家
の
後
継
者

と
し
て
の
き
っ
か
け
は
？

新
規
就
農
に
新
た
な
希
望
を
求
め
て
！

新
規
就
農
に
新
た
な
希
望
を
求
め
て
！

町
議
会
へ
ひ
と
こ
と

喜
ん
で
も
ら
え
る

喜
ん
で
も
ら
え
る

本
町
も
、
一
次
産
業
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
の
で
、一
次
産
業
が
衰
退
し
な
い
た
め
に
も
、

後
継
者
が
現
れ
る
よ
う
な
町
づ
く
り
を
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
、
最
近
こ
ど
も
が
生
ま
れ
た
の
で
、
子

育
て
し
や
す
い
町
づ
く
り
も
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
に
ど
う
い
っ
た
魅
力
を

感
じ
て
い
ま
す
か
？

今
後
の
将
来
展
望
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

み
か
ん

み
か
ん

ズ
バ
リ
農
業
と
は
？

皆
さ
ん
に
「
生
き
る
力
」
を
お
届
け
す
る
、
魅

力
あ
る
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
早
く
技
術
を
向
上
さ
せ
、
先
輩
方

に
お
い
つ
け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

ま
た
、
自
分
の
作
っ
た
も
の
を
、
多
く
の
人

に
喜
ん
で
も
ら
え
、
お
客
様
と
直
接
つ
な
が
っ

て
い
け
る
よ
う
に
、
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
確
立
し
て
い

く
事
が
目
標
で
す
。

造
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

造
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！長女　涼楓 （すずか） ちゃんも 10 月に生まれ、長女　涼楓 （すずか） ちゃんも 10 月に生まれ、

妻　千景さんにも支えられて妻　千景さんにも支えられて
　　　　　　　　　　「おいしいデコポン」 を作ります！　　　　　　　　　　「おいしいデコポン」 を作ります！
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主
な
質
疑

主
な
質
疑

問
美
化
事
業
推
進
費
の
旧

赤
崎
小
学
校
周
辺
伐
採

処
分
委
託
料
で
、
松
食
い
虫
の

被
害
で
伐
採
を
す
る
と
思
う

が
、
定
期
的
な
防
除
を
行
う
べ

き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

答
旧
赤
崎
小
学
校
だ
け
で

な
く
男
島
公
園
な
ど
、

今
後
、
毎
年
適
正
な
管
理
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

問
観
光
費
の
旧
赤
崎
小
学

校
低
学
年
棟
ア
ス
ベ
ス

ト
調
査
手
数
料
の
内
容
は
。
ま

た
旧
本
校
舎
の
劣
化
も
進
ん
で

い
る
が
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

答
調
査
は
、
解
体
費
費
用

を
試
算
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
。

　

低
学
年
棟
は
解
体
し
デ
ッ
キ

化
す
る
計
画
で
あ
る
。

　

旧
本
校
舎
に
つ
い
て
は
考
え

は
固
ま
っ
て
い
な
い
。

問
観
光
費
の
、
作
業
場
仮

設
工
事
、
34
万
７
０
０

０
円
の
内
容
は
。

答
物
産
館
、
百
貨
堂
の
柑

橘
類
の
選
別
や
箱
詰
め

の
た
め
の
作
業
場
を
仮
設
す

る
。

　

設
置
場
所
の
倉
庫
前
が
浄
化

槽
の
上
に
な
り
、
常
設
の
構
造

物
は
作
れ
な
い
の
で
、
仮
設
の

処
理
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
河
川
総
務
費
で
、
４
箇

所
の
１
億
６
４
０
万
円

の
工
事
内
容
は
。

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

答
現
在
の
護
岸
で
は
浸
水

被
害
が
発
生
す
る
可
能

性
が
高
い
と
判
断
し
、
緊
急
に

護
岸
等
の
改
善
の
整
備
を
実
施

す
る
。

　

平
国
川
護
岸
は
、
延
長
が
ブ

ロ
ッ
ク
積
52
・
２
ｍ
、
被
覆
コ

ン
ク
リ
ー
ト
10
・
６
ｍ
で
合
計

62
・
８
ｍ
の
工
事
。

　

竹
迫
川
護
岸
は
、
充
填
工

34
・
９
ｍ
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
36
・

２
ｍ
、
重
力
式
擁
壁
４
・
２
ｍ

で
合
計
75
・
３
ｍ
の
工
事
。

　

浜
平
川
護
岸
は
、
充
填
工

50
・
２
ｍ
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
２
９

８
・
３
ｍ
、
張
コ
ン
ク
リ
ー
ト

２
０
７
・
１
ｍ
で
合
計
３
４
８
・

５
ｍ
の
工
事
。

　

古
川
護
岸
は
、
充
填
工
51
・

４
ｍ
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
25
・
０
ｍ

で
合
計
76
・
４
ｍ
の
工
事
で
あ

る
。

　

本
年
度
中
に
工
事
を
発
注
し

て
い
る
。

問
学
校
管
理
費
で
、
生
徒

会
ス
ロ
ー
ガ
ン
看
板
工

事
の
経
緯
は
。

答
企
業
よ
り
30
万
円
の
指

定
寄
付
が
あ
り
、
生
徒

会
で
決
定
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
未
来
へ
は
ば
た
く
津
奈
木
中

学
校
」
の
看
板
設
置
を
計
上
し

て
い
る
。

問
小
学
校
中
学
校
費
で
備

品
購
入
費
の
説
明
を
求

め
る
。答

国
の
二
次
補
正
予
算
で

学
校
再
開
に
伴
う
感
染

症
対
策
、
学
習
保
障
等
に
係
る

支
援
経
費
が
予
算
化
さ
れ
、
一

校
当
た
り
１
０
０
万
の
補
助
が

あ
り
、
平
成
22
年
度
に
設
置
し

た
液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
及
び

テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
を
更
新
す

る
。
尚
、
旧
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
三
密
を
避

け
る
た
め
、
他
の
教
室
で
利
用

す
る
予
定
で
あ
る
。

問
文
化
セ
ン
タ
ー
費
で
、

特
殊
建
設
物
定
期
検
査

委
託
料
は
年
間
で
決
ま
っ
て
い

な
い
の
か
。

答
定
期
報
告
は
、
３
年
に

１
回
実
施
す
る
義
務
と

な
っ
て
い
る
。
今
回
は
、
県
通

知
に
基
づ
き
実
施
す
る
。

問
治
山
施
設
災
害
復
旧

費
、
林
地
崩
壊
防
止
工

事
測
量
設
計
委
託
料
の
減
額
理

由
は
。答

５
ヵ
所
の
測
量
費
が
不

採
択
と
な
っ
た
た
め
２

４
０
０
万
円
を
減
額
し
て
い

る
。問

中
学
校
施
設
災
害
復
旧

費
で
、
２
０
０
０
万
円

が
単
独
費
な
の
は
何
故
か
。

答
７
月
豪
雨
に
よ
り
中
学

校
の
法
面
２
箇
所
が
崩

れ
て
い
る
が
、
隣
接
し
て
い
る

保
安
林
も
崩
壊
し
て
お
り
、
林

地
崩
壊
防
止
事
業
で
出
来
な
い

か
県
と
協
議
し
た
が
、
採
択
基

準
に
該
当
し
な
か
っ
た
た
め
で

あ
る
。問

災
害
復
旧
費
の
中
で
農

業
災
害
復
旧
費
、
農
業

用
施
設
補
助
、
災
害
復
旧
工
事

測
量
設
計
業
務
委
託
料
の
説
明

を
求
め
る
。

答
９
月
補
正
時
で
は
農
地

50
箇
所
、
頭
首
工
４
箇

所
を
見
込
ん
で
い
た
が
、
農
地

が
70
箇
所
、
頭
首
工
が
５
箇
所

に
増
え
、
農
道
柳
迫
線
の
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
が
２
箇
所
か
ら
４

箇
所
に
増
え
た
。
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
全
体
を
３
カ
年

を
め
ど
に
復
旧
す
る
予
定
で
あ

る
。問

林
業
施
設
災
害
復
旧
費

で
、
被
災
木
材
加
工
流

通
施
設
等
災
害
復
旧
事
業
補
助

金
の
内
容
は
。

答
金
山
線
下
の
製
材
所

で
、
補
助
率
の
割
合
は

国
２
分
の
１
、県
10
分
の
１
で
、

町
10
分
の
１
に
な
っ
て
い
る
。

問
そ
の
他
公
共
施
設
災
害

復
旧
費
で
、
旧
平
国
小

学
校
の
法
面
崖
崩
れ
対
策
工
事

１
億
３
０
０
０
万
円
は
３
箇
所

分
な
の
か
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
排
水
工
事
の
内

容
は
。答

旧
平
国
小
学
校
の
崖
崩

れ
の
３
工
区
分
で
あ

る
。
排
水
工
事
は
、
崖
側
に
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
水
が
流
れ
て
崩
壊

し
た
可
能
性
が
高
い
の
で
、
崖

側
を
上
げ
て
山
側
の
排
水
路
に

流
す
排
水
路
を
仮
設
す
る
。

　

令
和
２
年
第
４
回
津
奈
木
町
議
会
定
例
会
が
、
12
月
15
日

か
ら
16
日
ま
で
の
２
日
間
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
令
和
２
年
度
補
正
予
算
、
災
害
被
害
者

に
対
す
る
町
税
の
減
免
条
例
の
一
部
改
正
、
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
の
選
任
な
ど
、
10
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
て
を
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
選
挙
管
理
委
員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙
が
執
り
行
わ

れ
、
各
４
名
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
並
び
に
７
月
豪

雨
災
害
の
復
旧
・
復
興
関
連
予
算
が
主
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
議
会
傍
聴
は
、
一
般
６
名
（
延
べ
）
で
し
た
。

定例会の定例会の
あらましあらまし

４４億億1,4501,450万円万円

可
決
！

７月豪雨災害復旧復興７月豪雨災害復旧復興
新型コロナ対策関連予算新型コロナ対策関連予算

を中心にを中心に

令和２年令和２年

第４回第４回

定例会定例会

大幅増額追加予算大幅増額追加予算引き引き
続き続き

主
な
質
疑

主
な
質
疑

財
政
支
出
例
年
の
倍
以
上
に
！

一
般
会
計
予
算

一
般
会
計
予
算
　　
億
超
え
に

億
超
え
に

6060

７月豪雨災害で崩壊した中学校法面７月豪雨災害で崩壊した中学校法面
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選
挙
管
理
委
員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙

竹永　正　委員齋藤　誠　委員吉野　芳美　委員金澤　ゆり子委員

議
会
運
営

委
員
会
の
抱
負

議会運営委員会メンバー議会運営委員会メンバー

今年の

今年は
こうする！ 議会運営委員会

　

12
月
定
例
会
に
お
い
て
、
任

期
満
了
に
伴
う
選
挙
管
理
委
員

及
び
同
補
充
員
の
選
挙
（
指
名

推
薦
）
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々

が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
任
期
は
、
令
和
２
年

12
月
24
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

○
選
挙
管
理
委
員（
※
敬
称
略
）

　

竹
永　

正　
　
（
竹
中
）

　

齋
藤　

誠　
　
（
桜
戸
）

　

吉
野　

芳
美　
（
日
添
）

　

金
澤　

ゆ
り
子
（
浜
崎
）

○
同
補
充
員
（
※
敬
称
略
）

　

中
村　

サ
チ
エ（
小
津
奈
木
）

　

川
﨑　

裕
子　
（
新
川
）

　

森
山　

倫
子　
（
浜
崎
）

　

川
﨑　

雅
弘　
（
新
川
）

　

な
お
、
当
選
後
開
か
れ
た
選

挙
管
理
委
員
会
で
、
委
員
長

に
、
竹
永
正
氏
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

議
会
運
営
委
員
会
は
、
町

議
会
を
円
滑
に
、
か
つ

効
率
的
に
運
営
す
る
た
め
、
議

長
・
委
員
長
・
各
常
任
委
員
会

の
正
副
委
員
長
に
よ
り
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

会
期
（
開
催
期
間
）
や
議

案
の
取
扱
い
な
ど
の
議

会
運
営
に
か
か
わ
る
事
項
な
ど

に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
す
。

通
常
年
４
回
の
定
例
会
前

に
行
い
ま
す
が
、
臨
時

会
が
開
催
さ
れ
る
場
合
に
も
行

な
い
ま
す
の
で
、
昨
年
は
計
６

回
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
を
振
り
返
っ
て

議
会
運
営
委
員
会
は
、
所

管
す
る
事
項
が
、

で
す
。一昨

年
の
議
会
改
革
特
別

委
員
会
に
続
き
、
今
年

は
議
会
広
報
委
員
会
も
特
別
委

員
会
へ
と
昇
格
す
る
よ
う
に
検

討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
や
災
害
復

興
の
工
事
の
た
め
、
議
会
が
可

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
議
案

が
多
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
議
会

運
営
が
で
き
る
よ
う
議
会
運
営

委
員
会
を
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

津
奈
木
町
議
会
組
織
図

津
奈
木
町
議
会
組
織
図

議長：川野雄一

議会運営委員会
昇格検討中

総務振興常任委員会教育住民常任委員会議会改革特別委員会議会広報委員会

副議長：柳迫　好則

委

員

長　

本
山　

真
吾

副
委
員
長　

宮
嶋　

弘
行

委

員　

橋
口
知
恵
子

〃

　

澤
井　

静
代

〃

　

上
村　

勝
法

委

員

長　

宮
嶋　

弘
行

副
委
員
長　

澤
井　

静
代

委

員　

橋
口
知
恵
子

〃

　

久
村　

昌
司

〃

　

上
村　

勝
法

〃

　

本
山　

真
吾

委

員

長　

上
村　

勝
法

副
委
員
長　

宮
嶋　

弘
行

委

員　

川
野　

雄
一

〃

　

澤
井　

静
代

〃

　

本
山　

真
吾

委

員

長　

久
村　

昌
司

副
委
員
長　

橋
口
知
恵
子

委

員　

村
上　

義
廣

〃

　

柳
迫　

好
則

議

長　

川
野　

雄
一

委

員

長　

澤
井　

静
代

委

員　

久
村　

昌
司

〃

　

橋
口
知
恵
子

〃

　

上
村　

勝
法

〃

　

宮
嶋　

弘
行

議会代表監査：村上　義廣事務局長：山下　浩一

１　

議
会
の
運
営
に
関
す
る

事
項

２　

議
会
の
会
議
規
則
、
委

員
会
に
関
す
る
条
例
等

に
関
す
る
事
項

３　

議
長
の
諮
問
に
関
す
る

こ
と

宅地内災害廃棄物撤去工事	 	 	 	 	     ５０，０００千円
大泊漁港係船護岸補修工事（追加分）	 	 	 	 ５，０００千円

今回追加された主要補正予算（一般会計）

肥薩おれんじ鉄道災害復旧事業費補助金肥薩おれんじ鉄道災害復旧事業費補助金
工事費全体の０．８４％を津奈木町が負担する工事費全体の０．８４％を津奈木町が負担する

１，７６６千円１，７６６千円

災害復旧関連補助金災害復旧関連補助金

教育関連教育関連

小学校１０セット　小学校１０セット　４，６０１千円４，６０１千円
中学校７セット　中学校７セット　３，２２１千円３，２２１千円

新型コロナ対策に伴い学校再開学習支援新型コロナ対策に伴い学校再開学習支援
新型電子黒板等を購入新型電子黒板等を購入

災害復旧関連災害復旧関連

単県治山自然災害復旧工事測量設計委託料単県治山自然災害復旧工事測量設計委託料

単県治山自然災害復旧工事単県治山自然災害復旧工事
９，１５２千円９，１５２千円

２３，７４６千円２３，７４６千円

災害復旧関連災害復旧関連

岩鳥地区、京泊地区岩鳥地区、京泊地区

旧平国小学校周辺旧平国小学校周辺
法面伐採・法面伐採・
法面がけ崩れ対策・法面がけ崩れ対策・
小学校グラウンド排水工事等小学校グラウンド排水工事等

１３３，２３６千円１３３，２３６千円

農業災害復旧関連農業災害復旧関連

農業用施設等補助災害復旧工事測量設計業務委託料農業用施設等補助災害復旧工事測量設計業務委託料

２４，７６９千円２４，７６９千円

大泊漁港大泊臨港線舗装補修工事（追加分）	 	 １，５００千円
福浜漁港日添防波堤改良工事	 	 	 	     ４０，６００千円
新型コロナウイルス対策特別資金利子補給補助金	 １，２３８千円
被災木材加工流通施設等復旧対策事業補助金	     １５，７３６千円
美術館モノレール災害復旧工事測量設計業務委託料 ６，７４６千円

報償費（ふるさと納税返礼品）　　　 ２，０２５千円  

干拓桜並木管理業務委託料                 １，０７４千円  

旧赤崎小学校周辺伐採処分委託料  		    ２，０７９千円  

災害復旧事業職員人件費　　　　　  ２，０１６千円  

災害救助費時間外勤務手当　　　  　１，７００千円  

中学校教科書改訂教材費　　　　　  ２，９０８千円  
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今年は
こうする！ 総務振興常任委員会

昨
年
を
振
り
返
っ
て

総
務
振
興
常
任

委
員
会
の
抱
負

総務振興常任委員会メンバー総務振興常任委員会メンバー

今年の

昨
年
を
振
り
返
っ
て

教
育
住
民
常
任

委
員
会
の
抱
負

教育住民常任委員会メンバー教育住民常任委員会メンバー

今年の

今年は
こうする！ 教育住民常任委員会

令和２年津奈木町議会　総務振興常任委員会開催状況　令和２年12月24日現在

開催日 議題名 結　果 対応

第１回 １月15日 耕作放棄地の現状について
・使える土地と使えない土地の棲み分け
・新規就農者の確認
・認定農業者と話し合い、対策を検討

継続

第２回 ２月19日 本年の取り組みについて

・農業・漁業の振興対策
（アボカド・カキ等）
・観光対策（マリンスポーツの推進）
・新規計画事業

継続

第３回 ４月15日
地域振興について
つなぎ百貨堂の現状報告及び意見交換
（施設長：松本氏から報告）

・百貨堂の現状把握と今後の対応を検討 継続

第４回 ５月20日 本年の取り組みについて
・平国小利活用
・耕作放棄地対策
・各種事業の進捗状況等

継続

第５回 ６月24日
クラスター事業について
・小さくて強い産業づくり事業
・平国小学校跡地利活用事業他

・担当課から事業概要説明
・事業質疑及び今後の対応等についての
ヒアリング

継続

第６回 ８月19日 総務振興所管における災害対応 ・被災状況の確認及び今後の対応 継続

第７回 10月21日 ７月豪雨災害における被災地視察 ・芦北町～球磨村～人吉市の視察
・本町の被災地復興に取り入れる 継続

第８回 11月18日 ７月豪雨災害に関する現況について ・復旧、復興状況の現状把握
・11月臨時会関係の議案説明 継続

第９回 12月23日 旧平国小学校跡地利活用事業について
・跡地利活用事業を担当課から
　事業概要説明
・７月豪雨災害の復旧状況の把握

継続

令和２年津奈木町議会　教育住民常任委員会開催状況　令和２年12月24日現在

開催日 議題名 結　果 対応

第１回 １月16日 令和２年の取り組み 子ども子育て・高齢者問題 新規

第２回 ２月19日 幼稚園・保育園の現状 担当課からのヒアリング及び質疑応答 継続

第３回 ４月15日 幼稚園・保育園の現状
民営化後の運営体制の確立
幼稚園及び認定こども園に関する検討
民営化の取り組み状況の追求

継続

第４回 ５月20日 感染症に対する対策 幼稚園及び保育園の認定こども園検討 継続

第５回 ６月24日 ・学校の新型コロナ感染症対策
・学校のICT機器活用

・担当課から事業概要説明
・コロナに関する取り組みと今後の対応
・ICT機器の取り組みと今後の対応

継続

第６回 ８月19日 教育住民所管における災害対応 ・被災状況の確認及び今後の対応 継続

第７回 10月21日 ７月豪雨災害における被災地視察 ・芦北町～球磨村～人吉市の視察
・本町の被災地復興に取り入れる 継続

第８回 11月19日 新型コロナ対策について
認知症カフェについて

・担当課から現状聞き取り
・11月臨時会関係の議案説明 継続

第９回 12月24日 教育住民常任委員会が所管する検討課題
について

・委員が考える重要課題の検討
・保育園民営化の検討
・各種団体との意見交換、
　コロナ対策　等

継続

総
務
振
興
常
任
委
員
会
で

所
管
す
る
事
業
が
７
月

豪
雨
災
害
の
影
響
で
予
定
通
り

進
ま
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
し

た
。地

方
創
生
関
連
の
ク
ラ
ス

タ
ー
事
業
や
、
旧
平
国

小
学
校
利
活
用
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
事
業
な
ど
計
画
通
り
遂

行
で
き
ず
、
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
町
内
の
商

工
業
者
、
特
に
飲
食
業
に
多
大

な
影
響
が
出
て
お
り
、
委
員
会

と
し
て
も
現
状
に
沿
っ
た
対
応

が
求
め
ら
れ
た
年
で
し
た
。

ま
ず
は
、
現
在
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
で
影
響
が
あ
る

商
業
者
と
の
意
見
交
換
を
実
施

し
、
対
策
な
ど
を
町
に
提
言
し

て
い
き
た
い
。

耕
作
放
棄
地
や
イ
ノ
シ

シ
・
シ
カ
な
ど
の
被
害

軽
減
の
た
め
、
有
害
鳥
獣
駆
除

対
策
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

観
光
・
商
工
業
に
つ
い
て
は
、

旧
平
国
小
学
校
利
活
用
を
中
心

と
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

事
業
の
推
進
で
IT
企
業
の
誘
致

を
進
め
、
雇
用
確
保
に
つ
な
げ

た
い
と
こ
ろ
だ
。

芦
北
町
が
こ
こ
数
年
で
数

社
の
IT
企
業
誘
致
に
成

功
し
て
い
る
。
大
変
有
望
な
事

業
に
な
る
可
能
性
が
高
い
の

で
、
調
査
を
実
施
す
る
よ
う
計

画
を
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
視
察
な

ど
が
制
限
さ
れ
る
な

か
、
状
況
を
見
な
が
ら
７
月
豪

災
害
復
興
と
産
業
振
興
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

昨
年
議
題
と
し
て
詳
し
く

調
査
研
究
で
き
な
か
っ

た
問
題
を
積
極
的
に
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
福
祉
関
係
で
、
社
会

福
祉
協
議
会
を
と
の
対

話
の
機
会
を
設
け
る
よ
う
計
画

を
立
て
ま
し
た
。
現
状
把
握
に

努
め
、
福
祉
の
問
題
解
決
に
取

り
組
み
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
問
題
で
学

校
関
係
に
も
大
き
く
か

か
わ
り
ま
す
の
で
、
見
守
っ
て

い
く
と
同
時
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
利
用
し
た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
教
育
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま

す
。
議
員
自
ら
も
積
極
的
に
勉

強
し
時
代
の
波
に
乗
り
遅
れ
な

い
よ
う
に
し
、
調
査
研
究
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
問
題
が
山
積
し
て

い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
下
に
お
い

て
も
、
適
時
町
民
と
対
話
の
機

会
を
設
け
て
福
祉
の
増
進
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
振
り
回
さ
れ
た

年
で
し
た
。
教
育
住
民
常
任
委

員
会
の
年
間
計
画
の
策
定
が
う

ま
く
出
来
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
ま
た
、
７
月
豪
雨
災
害
の

影
響
も
あ
っ
て
、
所
管
す
る
課

に
対
し
て
の
調
査
研
究
が
中
途

半
端
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

子
供
子
育
て
関
連
で
は
保

育
園
の
民
営
化
・
教
育

関
連
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
・
高
齢

者
へ
の
福
祉
の
問
題
で
は
認
知

症
に
対
す
る
対
応
な
ど
調
査
研

究
を
行
い
ま
し
た
。
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編集会議のようす編集会議のようす
議員の時間調整のため夕方から議員の時間調整のため夕方から
編集会議を行う時もあります編集会議を行う時もあります

議
会
の
動
き
を

よ
り
分
か
り
や
す
く

今年は
こうする！ 議会改革特別委員会

昨
年
を
振
り
返
っ
て

議
会
改
革
特
別

委
員
会
の
抱
負

議会改革特別委員会メンバー議会改革特別委員会メンバー

今年の

広報委員会メンバー広報委員会メンバー

今年は
こうする！ 議会広報委員会

令和２年津奈木町議会　議会改革特別委員会開催状況　令和２年12月24日現在

開催日 議題名 結　果 対応

第１回 １月16日 議会改革の具体的取り組み 議会改革のためのスケジュール
改革の概要 継続

第２回 ２月19日 議会改革の具体的取り組み
定例会前の勉強会、会後の反省会
議会傍聴（審議内容の広報、感想の受付）
各種団体との意見交換会　等

継続

第３回 ３月19日 議会改革の具体的取り組み
一般質問の研修会
各種団体との意見交換会
議会のＩＣＴ化　等

継続

第４回 ４月15日 今後の具体的な取り組み
感染症のため、対応の可否を確認
基本条例の策定をすすめる
タブレットの導入検討

継続

第５回 ５月20日 議会基本条例の策定 条例案（事務局作成）の確認
持ち帰って、内容を精査。 継続

第６回 ６月24日 議会基本条例の策定他
「反問権」について検討
議長及び委員会以外の議員へ内容確認を行う。
タブレット導入の検討

継続

第７回 ８月19日 災害発生時の議会対応について他 「行動マニュアル」「災害対応要領」の検討
タブレット導入の検討 継続

第８回 10月21日 他市町の被災地視察
（常任委員会による合同視察研修）

７月豪雨災害における被災市町の現状
芦北町～球磨村～人吉市 継続

第９回 11月18日 議会改革の方針について

・当初定めた議会改革方針（11項目）の検証
⇒全員協議会を開催し、中間報告。
また基本条例、タブレット導入の可否を
協議

継続

第10回 12月24日 議会改革の今後の取り組みについて ・当初定めた議会改革方針（11項目）の検証
・コロナ対策を講じたうえで取り組む 継続

議
会
広
報
委
員
会
は
、
年

４
回
の
議
会
だ
よ
り
の

発
刊
を
通
じ
て
、「
議
会
は
何

を
し
て
い
る
の
か
」
を
町
民
の

皆
さ
ん
に
「
わ
か
り
や
す
く
」

お
伝
え
で
き
る
よ
う
、
編
集
作

業
に
努
め
て
い
ま
す
。

毎
号
定
例
会
終
了
後
編
集

会
議
を
行
い
、
割
り
当

て
を
決
め
、
約
７
回
ほ
ど
の
会

議
を
経
て
発
刊
し
て
い
ま
す

が
、
お
陰
様
で
最
近
は
「
議
会

だ
よ
り
」
が
良
く
な
っ
た
と
、

褒
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
だ
、
全
国
の
議
会
の
動

き
・
傾
向
を
見
ま
す
と
、

よ
り
町
民
の
意
見
を
真
摯
に
受

け
止
め
、「
町
民
参
加
型
」
の

議
会
へ
と
進
化
し
て
い
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
よ
り
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
し
議
会
改
革

に
邁
進
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年

発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
、
計
画
し
て

い
た
町
民
と
の
対
話
が
困
難
な

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
来
な
ら
ば
、
議
会
が
積

極
的
に
町
民
と
多
く
の

話
し
合
い
の
場
を
設
け
、
賜
っ

た
意
見
な
ど
を「
議
会
だ
よ
り
」

で
伝
え
る
べ
き
な
の
で
す
が
、

ま
ま
な
ら
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
社
会
的
な
影
響
が
早

く
収
ま
り
、
も
っ
と
良
い
議
会

だ
よ
り
を
お
届
け
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
よ
う
、
祈
る
次
第
で

す
。委

員
一
同
こ
れ
か
ら
も
頑

張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
２
年
11
月
12
日
、
菊

陽
町
図
書
館
ホ
ー
ル
で

第
15
回
熊
本
県
町
村
議
会
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
並
び
に
町

村
議
会
広
報
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。　
　

熊
本
県
内
町
村
の
議
会
広

報
編
集
担
当
議
員
や
事

務
局
職
員
約
１
６
０
人
の
参
加

で
し
た
。

議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
は

隔
年
で
開
催
し
て
お

り
、
今
回
は
県
内
全
て
の
町
村

議
会
に
協
力
い
た
だ
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
今
年
３
月
と
６
月
の
定

例
会
記
事
掲
載
号
を
審
査
し
ま

し
た
。入

賞
に
は
届
か
ず
、
残
念

な
結
果
と
な
り
ま
し
た

が
、
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
記
事

に
対
し
高
評
価
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
高
評
価
の
対
象
に
な
っ

た
の
は
、
１
１
７
号
の
６
と
７

ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
た
、
改
善

セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
の
記
事

で
、
読
み
や
す
く
斬
新
で
イ
ン

パ
ク
ト
が
あ
る
と
の
評
価
で
し

た
。特

選
に
選
ば
れ
た
「
南
阿

村
議
会
だ
よ
り　

す
い

げ
ん
」
を
始
め
、
入
賞
し
た
５

つ
の
広
報
誌
に
比
べ
、
編
集
の

洗
練
度
が
低
く
、
入
賞
出
来
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
結
果
を
重
く
受
け

止
め
、
今
後
の
議
会
だ

よ
り
の
編
集
に
生
か
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

高評価を受けた１１７号 P6-7 の記事

高評価を受けた１１７号 P6-7 の記事

議
会
改
革
特
別
委
員
会
発

足
は
、
前
回
議
員
選
挙

時
の
議
員
定
数
割
れ
が
始
ま
り

で
し
た
。
一
昨
年
11
月
の
視
察

研
修
を
終
え
、
私
た
ち
の
議
会

に
は
基
本
条
例
も
な
い
、
と
い

う
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
訳
で

す
。そ

の
事
を
踏
ま
え
昨
年
10

回
の
協
議
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
12
項
目
の

検
討
事
項
が
出
て
来
ま
し
た
。

今
後
は
12
項
目
を
中
心
に
検
討

を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

現
在
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
た
め
に
議
員
の
活

動
が
制
約
さ
れ
て
い
る
状
況
で

す
。委

員
会
と
し
ま
し
て
も
限

ら
れ
た
手
段
の
中
で
課

題
を
一
つ
一
つ
ク
リ
ア
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
委

員
会
で
掲
げ
た
12
項
目
の
中

で
、
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら

確
実
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

議
会
前
の
勉
強
会
の
実
施

な
ど
、
す
で
に
実
施
し

て
い
る
項
目
の
ほ
か
に
、
基
本

条
例
の
策
定
に
向
け
て
、
ま
ず

は
町
民
の
声
を
聴
く
「
一
般
会

議
」
を
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
み
な

が
ら
、
で
き
る
だ
け
早
い
段
階

で
実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
「
町
民
に
わ
か
り
や

す
い
議
会
」
を
第
一
目

標
に
掲
げ
て
い
ま
す
の
で
、
委

員
会
全
体
で
議
会
改
革
に
積
極

的
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

熊
本
県
町
村
議
会
広
報
誌
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
高
評
価
！

熊
本
県
町
村
議
会
広
報
誌
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
高
評
価
！

残
念
な
が
ら
入
賞
に
は
届
か
ず
！

残
念
な
が
ら
入
賞
に
は
届
か
ず
！

第15回
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一
　
般
　
質
　
問

一
　
般
　
質
　
問

干拓に強制排水ポンプが必要！

問 ７月豪雨で白ヶ浦地区、総合グラウンド、役
場周辺と男島団地までが床上・床下浸水や車

の浸水など、甚大な被害が多発した。広範囲の浸水
予防方法として強制排水ポンプの設置が適切では。

答 振興課長：今回の集中豪雨による浸水は、大
潮と満潮が重なって発生した。強制排水ポン

プの設置はひとつの対策だが、様々なことを併せて
検討が必要。対策のひとつに、県は干拓の南側樋門
工事を行うが、干拓全体における根本的な対策につ
いては有効な手段が見いだせていない。白ケ浦地区
については、道路の嵩上げ改修等の工事を進めてき
ている。

深溝川は水流が怒涛化し危険！

問 深溝川は川幅が狭く、所々で石が堆積し、水
量が多くなると流れが怒涛化する。７月豪雨

でも鉄橋下は水が溢れ、護岸をかさ上げした民家へ
も流れ込む状態となった。川底の掘削が必要では。

答 振興課長：護岸の決壊や家屋への浸水被害が
あり、護岸の下流部と上流部の箇所が公共土

木災害の査定決定を受けている。災害復旧箇所には、
重機で工事を行い、土砂で河床高を調整し余分な土
砂は河川外に搬出を行いたい。

風で土が舞い上がり、洗濯物が干
せない！

問 福浦漁港の物揚場は、コンクリートと土の部
分があり海からの風で土が舞い上がり洗濯物

が干せない状況である。芝生などで整備ができない
か。

答 振興課長：ホイストクレーンは令和３年に整
備する計画で、周辺部位は漁網や生け簾、筏

等の修繕作業等で活用することが可能である。７月
豪雨での崩土を仮置きした跡の土が飛んだもので今
後は落ち着いていくと思っている。芝生を設置する
計画はない。

上原団地の建て替えで心配なこと
が！

問 上原団地は老朽化で移転の計画があるが、住
民は移転に対していろいろな不安を隠せな

い。アンケートを実施し、高齢である住民の現状を
把握したうえで計画を進めるべきでは。

答 振興課長：アンケートを実施し、６人中２人
は家賃が高くなっても建て替えてほしい。４

人は今の建物を改善しそのまま住みたいとの結果で
あった。上原団地は50年近く経っており上原団地
の近くに２棟６戸を建設する予定である。家賃は新
しくなると当然高くなるが、今後検討を重ねていき
たい。

通常予算が２倍、財政状況は

宮嶋　弘行　議員

災害を予防するために
やるべきことは！！

橋口　知恵子　議員

川幅が狭く土砂が堆積している深溝川。川幅が狭く土砂が堆積している深溝川。

財政の硬直化が心配

問 2019年度経常収支比率は、87.8％で、前年
比1.2％減となっている。

　硬直化が進む心配があるが、比率の内容はどう
なっているのか。
　また、新型コロナウイルスと７月豪雨災害による
財政状況が心配されるが、今後の見通しはどうなる
か。

答 総務課長：経常収支比率とは、財政構造の弾
力性を表しており、人件費や扶助費、公債費

等の経常的な経費に、地方税、地方交付税、地方譲
与税などの経常的な収入がどの程度充当されている
かを示す指数である。全国平均は93％、熊本県平
均は92.1％で、町の比率は平均を下回っている。
 今年度の予算規模は12月補正予算時点で61億
2,350万円となり、公債費も増加している状況であ
る。今後は、年々増加している扶助費、本年の災害
や新型コロナウイルス対応等による一般財源の増加
が見込まれ、さらに財政の硬直化が進むと思われる
ため、事業選定において可能な限り国庫や県費など
の補助金を活用し、今後必要となる財政負担に備え
ている状況である。

今後、コロナに対するイベント行
事の取り組みは

問 今年は、多くのイベントや行事等が中止と
なったが、来年度へ向けての考えを伺いたい。

答 政策企画課長：国と県からイベント等に関す
る留意事項が定められ、新型コロナウイルス

感染防止策による条件を満たし、1,000人以上のイ
ベントに関しては県への事前協議が必要である。感
染防止対策と経済活動の両立を考え、新たな手法を
取り入れ検討したい。令和３年度の「ふれあい祭り」

は、感染防止策の下、作業部会で検討したい。
教育課長：教育関係事業に関しては、３月から11
月のブロンズマラソン大会までの６事業を新型コロ
ナウイルス感染防止のため中止し、施設利用に関し
ても運用基準を定めて一般開放を行った。
　来年度は、感染状況と医学的見解を考慮し、感染
防止策を行った上で、体育協会、体育部長との協議
を行い判断したい。

コロナ禍での地域商社とは

問 観光振興による地域商社立ち上げの今後の予
定は。

答 政策課長：地方創生推進交付金事業採択に向
け、令和３年度から令和５年度までの３ヵ年

事業として、計画を進めている。これまでに創出し
た商品やサービスを磨き上げ、新たな観光分野との
連携等を行い、ブランド力を強化しコロナ禍による
新たな消費行動や新しい生活様式に対応した、販売
拡大策に取り組む予定である。

望まれる、早急な災害復旧

問 災害復旧に関して国、県、町の管轄事業分担
は。現時点での進捗状況は。

答 振興課長：国は砂防治山事業に関して協議
中、県は40件の事業を予定している。

　町は漁港施設２箇所と、林道の15箇所の査定が
終了し、町道では85％、河川64％、農地等災害
84％で全体として81％の査定進捗となっている。
　それぞれの箇所については、農地は次期作に間に
合うように、河川や道路の危険箇所を梅雨時期まで
に出来るだけ対応を急ぎたい。その後には施工業者
へスケジュールを示し、仕事の量を判断していきた
い。
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一
　
般
　
質
　
問

一
　
般
　
質
　
問

薬草岳登山整備を

問 令和４年度には、水俣・芦北地区が県体開催
予定地となっているようで、県山岳連盟から

手頃な山がないか打診があっている。
　薬草岳については、数年前から有志で登山道の整
備を進めている経緯があるようだが、頂上の見晴ら
しが悪く、現在活動が出来ていない。
　手頃に登れる山は、町民の健康面からも、観光に
も良いと思うが、行政としてのバックアップが出来
ないか。

答 町長：有志の方々が、どういうのを希望され
ているのか。どういったバックアップが町と

して出来るのか、それは検討させてもらいたい。
メニューの中で、補助なのか、お金なのか、作業な
のかなど、具体的に何か示して頂くと、検討の余地
はある。

干拓地の治水対策は

問 ７月豪雨では、小津奈木の白ケ浦地区ととも
に干拓地一帯は大きな浸水被害を受けた。こ

の地区の治水対策については、長年の課題であると
捉えているが、町の考えを伺いたい。

答 町長：干拓は、当初の目的は農地（水田）で
あり、水が溜まるように、ある程度低く設定

をしてあると承知している。それを宅地等に変え
て、宅地が建って浸水被害が出ている。
　根本的に、強制排水は考えていない。干潮になる
と、ほとんど引いてしまう。ここは地形上、無理と
理解している。

問 堤防沿いの水路の土止めの板も寝てきている
状態であり、上部の土が水路に流れ込むので

はと不安を感じるが、堀削などの前向きな排水対策

は出来ないのか。

答 町長：浸かるのは浸かる。でも、それをある
程度少なくしようということで、遊水池を設

けたりしている。土地自体が低く広い所であり、な
かなか出来ない状態だと今は考えている。

問 個人の土地を排水路が通っているが、これを
町はどう捉えているのか。

答 振興課長：この排水路は、平成５年に町と土
地の所有者の間で、桜戸流末排水路用地とし

て、土地の使用賃借の契約が結ばれている。

問 土地使用契約書は、排水路２本目の契約であ
る。１本目の排水路として、土管を埋めてあ

るが、詰まっていて水がはけない状態である。
　所有権も変わっていく現状を踏まえ、対応を考え
て頂きたい思いでいるがいかがか。

答 町長：個人の土地に排水路が通っていて、そ
れを町で管理するということは、何かしっく

りいかない。町が土地を買収するのか、地権者の方
が寄付して頂くかとすれば、方向性が出て来ると思
う。

竹中・染竹線の早期着工を。

問 竹中・染竹線は関係する地域住民にとって、
大変重要な道路である。現状は離合箇所もな

く、特に竹中生活センター付近や染竹川沿いは、危
険な個所で、文化センターにて説明会を開催して以
来、かなりの時間が経過しているが、時系列はどう
なっているのか。

答 振興課長：平成26年度に中山間総合整備事
業で改良の申請を行ったが不採択になったた

め、平成27年度過疎債を活用して、改良事業を国
道３号線から山下橋を過ぎ県道深川津奈木線までの
延長340メートルの測量設計業務委託を実施してい
る。平成27年度末には地元説明を行っている。平
成29年度には建物の補償算定委託を行なったが、
国道との入り口が狭いため、国土交通省との取付け
協議を実施する必要があり、空白の時間を要したと
ころだ。
　今年度に入り関係機関との連絡調整を図り次年度
以降予算要求ができないか準備を進めていたが、７
月の豪雨災害の影響で予定が付かない状態となって
いる。

問 工事の説明会依頼、７年間経過したが、今後
の竹中・染竹線取り組みはどうするのか？

答 町長：竹中・染竹線は以前から検案されてい
た道路なので、町としても前向きに進めてい

きたいが、現状では災害復興を第一に考えている。

文化センター付近の染竹川護岸の
整備をするべきでは。

問 文化センター横の染竹川の護岸は国道３号線
側から見ると未整備で雑草が生い茂ってい

る。豪雨災害の復旧とともに整備が必要ではないか。

答 振興課長：染竹川は津奈木町の重要河川であ
り、同時に熊本県の砂防指定を受けているた

め町と県の双方で管理している箇所となっている。
　今回の豪雨では一部損壊はあったが、大きく損壊
した場所はなかった。今後は竹中・染竹線の改良工
事を含め県と十分な協議を行った上で、検討してい
く必要があると思っている。
町長：現在、県に津奈木川の改修をお願いしている
ところだ。県の回答としては津奈木川の改修を行う
際、取付けとして染竹川をやると回答をいただいて
いる。それを踏まえある程度要望を聞いておきたい
と思っている。

ムジナの有害駆除に報奨金増額を

問 イノシシ・鹿の駆除には現在報奨金が支給さ
れているが、ムジナ（正式名称アナグマ）の

駆除にも報奨金が必要ではないか？

答 振興課長：過去３年間のイノシシの捕獲につ
いては平成29年度253頭、平成30年度181

頭、令和元年度190頭となっている。有害鳥獣駆除
の報奨金についてはイノシシ・鹿に対し町が６千円、
合わせて国から鳥獣被害防止緊急捕獲支援事業交付
金をイノシシ・鹿の成獣に７千円で、幼獣やその他
獣類については千円を一頭当たり支給することに
なっている。アナグマについてはこの制度を利用す
れば狩猟期間外に一頭千円の報奨金を支給できる。
芦北町は年間を通じて水俣市は狩猟期間外に限り一
頭２千円支給している。
町長：今後は、近隣の市町村に合わせたいと思う。

竹中・染竹線の工事は
どうなるの？

本山　真吾　議員

薬草岳を登れる山へ！

澤井　静代　議員

7 月豪雨災害で潅水した桜戸地区7月豪雨災害で潅水した桜戸地区
捕獲されたアナグマ捕獲されたアナグマ

つなぎ議会だより　2021.2 つなぎ議会だより　2021.213 12



議会のうごき

議会を傍聴
してみませんか

町政を知るためにぜひ傍聴し

てください。

手続きは簡単で、役場３階の

議会傍聴席入口の受付簿に記入

していただくだけです。

次回の定例会は３月の予定で

す。

■問い合わせ
議会事務局 ０９６６‒７８‒５３５１

つなぎ議会だより

　次回５月１日

発行予定

『特集』令和３年

当初予算
他

小さくて小さくて
強い産業づくり強い産業づくり
プロジェクトプロジェクト
熱帯果樹熱帯果樹
アボカド編アボカド編

特集
予算の使い道
Use for town budget

　

平
成
29
年
度
予
算
に
て
承
認
さ
れ
た
小
さ
く
て
強
い
産

業
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
地
方
の
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
支
給
さ
れ
る
国

の
地
方
創
生
推
進
の
交
付
金
を
活
用
し
、
津
奈
木
町
の
実

情
に
合
わ
せ
た
官
民
協
働
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
就
職
、
進
学
を
契
機
に
若
い
世
代

が
町
外
へ
流
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
産
年
齢
人
口
が
減

少
し
過
疎
化
に
拍
車
が
か
か
る
と
い
う
悪
循
環
が
出
来
上

が
っ
て
い
る
。

　

そ
の
要
因
は
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
の

収
入
の
不
安
定
さ
が
、
若
い
世
代
の
就
業
を
思
い
と
ど
ま

ら
せ
、
そ
の
結
果
安
定
し
た
収
入
を
求
め
て
若
者
が
町
外

へ
流
出
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　

現
状
を
打
破
し
、
経
済
の
好
循
環
を
創
造
す
る
た
め
、

町
の
産
業
を
牽
引
し
て
い
く
先
導
モ
デ
ル
・
ク
ラ
ス
タ
ー

を
創
出
し
、
産
業
振
興
と
雇
用
拡
大
を
実
現
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
事
業
が
始
ま
っ
た
。

輸
入
ア
ボ
カ
ド
と
の
食
べ
比
べ

輸
入
ア
ボ
カ
ド
と
の
食
べ
比
べ

お
い
し
さ
の
違
い
に
皆
さ
ん
び
っ
く
り
！

お
い
し
さ
の
違
い
に
皆
さ
ん
び
っ
く
り
！

　

令
和
2
年
11
月
11
日
に
平
国

地
区
に
あ
る
南
興
フ
ァ
ー
ム
が

所
有
す
る「
ア
ボ
カ
ド
ハ
ウ
ス
」

に
て
、
津
奈
木
町
熱
帯
振
興
協

議
会
の
主
催
で
、「
第
1
回
ア

ボ
カ
ド
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
特
集
は
、
本
誌
「
夢

つ
な
ぎ
人
」
で
取
り
上
げ
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
中
か
ら
熱
帯
果

樹
を
追
跡
取
材
し
、
詳
し
く
、

現
状
を
伝
え
ま
す
。

ア
ボ
カ
ド
の
集
い
を
開
催
　

今
回
の
企
画
は
、
昨
年
度
末

に
、
つ
な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た
説
明
会
以
来
、
栽

培
に
興
味
を
持
ち
、
実
際
に
ア

ボ
カ
ド
の
苗
を
購
入
し
、
植
え

付
け
た
方
々
を
対
象
に
「
ア
ボ

カ
ド
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
株
式
会
社
南
興
建
設

社
長
の
野
崎
武
寿
氏
か
ら
現
在

ま
で
の
取
り
組
み
状
況
・
販
売

状
況
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
各

参
加
者
の
ア
ボ
カ
ド
苗
の
生
育

状
況
な
ど
の
情
報
交
換
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ハ
ウ
ス
内
で
栽
培

の
方
法
な
ど
を
、
栽
培
管
理
人

の
諌
山
敬
氏
か
ら
受
講
し
ま
し

た
。

　

ア
ボ
カ
ド
は
、
温
暖
な
気
候

を
好
む
た
め
、
冬
の
極
寒
時
に

枯
れ
て
し
ま
う
の
で
、
わ
ら
で

作
ら
れ
た
コ
モ
や
、
薄
手
の
遮

光
ネ
ッ
ト
等
で
苗
を
包
む
な
ど

対
策
が
必
要
と
の
指
導
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
園
内
の
説
明
が
あ

り
、
栽
培
に
関
す
る
色
々
な
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
海

外
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
る
果
実

と
の
試
食
会
が
あ
り
、
お
い
し

さ
の
違
い
に
参
加
者
は
驚
い
て

い
た
様
子
で
し
た
。

熱
帯
果
樹
の
可
能
性

　
本
町
で
の
ア
ボ
カ
ド
栽
培
は

平
成
24
年
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
全
国
的
に
見
て
も
、
栽
培

す
る
産
地
は
ま
だ
少
な
く
、
愛

媛
県
の
松
山
市
、
宮
崎
県
、
鹿

児
島
県
が
力
を
入
れ
て
い
ま
す

が
、
い
ま
だ
特
産
化
に
は
至
っ

て
い
な
い
状
況
で
す
。
国
産
品

は
大
変
希
少
性
が
高
く
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て

高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
伴
い
労
働
力
の

確
保
が
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
中
、
大
変
魅
力
的
な

農
産
物
で
す
。

　

今
後
も
、
栽
培
技
術
の
確
立

を
進
め
、
栽
培
の
輪
を
広
げ
る

こ
と
に
よ
り
、
特
産
化
へ
の
早

期
実
現
を
期
待
さ
れ
ま
す
。

1 玉 （250 ～ 350 以上） 1980 円～1玉 （250 ～ 350 以上） 1980 円～
2600 円でインターネット販売される2600 円でインターネット販売される
南興ファームのアボカド。南興ファームのアボカド。
「不知火の曲玉」 ブランドで人気である。「不知火の曲玉」 ブランドで人気である。

【１２月】
　　　　　８日	 議会運営委員会
１５日～１６日	 第４回議会定例会
　　　　　１日	 水俣芦北広域行政事務組合議会定例会
　　　　２３日	 総務振興常任委員会
　　　　２３日	 議会改革特別委員会
　　　　２４日	 教育住民常任委員会

【１月】
　　　　２０日	 総務振興常任委員会
　　　　２０日	 議会改革特別委員会
　　　　２１日	 議会全員協議会・教育住民常任委員会

【２月予定】
　　　　１０日	 熊本県後期高齢者医療広域連合議会
　　　　１９日	 熊本県町村議会議長会定期総会
　　　　　中旬	 総務振興常任委員会
　　　　　中旬	 教育住民常任委員会
　　　　　中旬	 議会改革特別委員会
　　　　　下旬	 議会運営委員会

【３月予定】
　　　　　初旬	 水俣芦北地域振興財団理事会
　　　　　中旬	 第１回議会定例会
　　　　　中旬	 議会運営委員会
　　　　　下旬	 水俣芦北広域行政事務組合議会定例会
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